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渤 弼 〃〃IS ．＆ Z．）よ り も遙 か下帶にあ るか ら實に面 白い事實 であ る、勿論 其慮は生態

條件は他 と著 しく異 つ て ゐ る、ttf友銅山の 直ぐ傍だか ら誰 しも見學すべ き處 で ある。

　此 赤石 山 に Euph 【asia の 一種で極 めて叢爾たる ものを産す る，ホ ソ バ コ ・“メ グ サ

畷 （Angustifo】ia）の もの で新種 であ るか ら、ナ ヨ ナ ヨ コ ・“ メ グ サ （EuPhrasia 　 mi ’

crophylla 　KOIDz．　n ．　sp ．） と命す る。 高 さ 9− 5　cm ．莖は繊細糸丿伏に して下 よ り少

しく分枝 し又 は單莖な り、白い微毛を生す 。 葉は狹細禊形に して 、長 さ 1− 4mm に

過ぎす．無 毛に して 先端に 三齒を有す るのみ、毬亦葉歌に して微小形三齒 あ り、 藻

内に種 子は
一．ニ ケ を有する に渦ぎす。

　　　　　　Euphrasia （Angustifolia） microphylla 　KolDz．　n ・sP ・

　　Caulis　 minute 　 albo −puberu］us ，
5− gcm 　 aLtus ， 卑 acile　tenuissimus

，
　a　basi　 pauci−

ramosus 　vel　simplex ．　Folia　anguste 　obcuneata 　1− 4　mm ．　Io  a 　glabra　utrinque 　dente

unico 　praedita．　Car旭ゴa　margine 　minuissimei 　ciliolata　seminibus 　in　utraque 　loculo　1− 2・

　　 Hab．　 Japonia； Prov．　lyo
，
　mt ．　 Akaishi5an．

抄 録

大石 三郎氏 ：
一

日本 レー チック世植物 の研 究 （S．61slll： The 　Rhaetic　Hants

from　 the　 Nariwa 　 District
，
　 Prov，　 Bitchfi．北 海溢大學理 學部紀要 、

　ee−一

卷 第三 及四 號 、 P．　P ．257 − 370 ，　t・t・，【9− 53 ，
193 ？）（Rhaetic 　Phants　froin

Prov．　Nagato ，同上第二 卷 、第一
號 、　 P ．　P、51 − 67

，
　t．　t．9

− 10 ．1932）

　日本群 島に 於 ける化石陸生植物の最古の FlOraは三疊紀最 上部 の レ ー チ ッ ク Flora

であ る、何人 も我國 本ニヒの 最古陸生植物帳系の 一瑚殳を剣 らん と欲す る人は 宜 しく此

著者傾注の 本論文を一
覽せ られん事を薦め る。 本論文は殊に本邦 Rhaetic　Floraの豐

富な る備中國成 勿町附近産 に 就 き從來及び著者の綿 密な る探究の結果を綜合せ しも

の で．大 な る努力 の跡は歴 々 た る近來の快著であ る。

　 中生植物代 （Mesophyticum ）CS．有名な 古生植物代の 二疊 石炭紀植物群 の後 を受

けて精に 二 疊紀 後牛世に始 まり下部白墓紀 まで繼續 しk もの で、之を 三紀 に分 ち得

る、古紀は 二疊 紀後 牛世よ り三疊 紀前4泄 まで ．中紀は三 疊紀後牛 よ り中部侏 羅紀

まで、而 て新紀は 上部侏羅紀 よ り下部白璽 紀 （Komancheum ） 迄 であ る。 前紀 の植

物隨系は第
一・

｝：先づ二 疊石炭紀植物の殘留が可な りあ るが原始羊齒類 （1励 ノz岬 9緬 ）

や Cordat7esは全 く絶滅 し ． 羊歯類で は ゼ ン マ d 科 、

ヘ ゴ 科．タ カ ワ ラ ビ 科 等が始て
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起 り、松柏類では UXnxannia
，

施 〃3 滋
，
　Psetttlo？y・〃擁 等が始て 起 つ た痔 代であ る 、 中紀

の 植物は羊齒類の ヤ ブ レ ガ サ ウ ラ ボ シ 科 、〃血 ∠o ’加 68 磁 等が始て起り他の リ ウ ビ ン タ

イ ン 科と共 に 中 々盛 大であ り、裸子植 物では銀 杏類、蘇鐵類 （◎’ρ ！卿 伽 の が大 に

盛 である、尚松柏類、木賊科 も可 な り盛 であつ た 。 後紀は リ ウ ピ ン タ ィ ン 科 、 ヤ ブ

レ ガ サ ウ ラ ボ シ科 、
nfafoniaceae 等は衰へ 、ウ ラ ボ シ科 （／”o ／．1・1）edi ？teene ）が起 っ た、裸

子植 物では蘇鐵類と松柏類 （do砂 加 露の とが盛 で あ る 。

　 レ ーチ ッ ク 世は中紀の 牛頃で あつ て 、大石氏成蒭植物の み に て も木 賊類六種、 羊

歯類二 十五 種、　 Be 〃neMiXales 二 十種 、
　ATilssoniales九種、銀杏十三 種、松粕類八種

等計八十二 種で 内二十三 種は新晶 であ る、而爾未詳品 が十
一
ヒ種 ある 、以上の 内最優

勢 なのは羊齒類 であつ て 、 眞羊齒類は古生植物時代には實 にあ るか な しか位 の寥 々

l ／tる もので あ つ た が中生植物代に於て 大 に優 1立と なつ た 0）であ る、i次 は （勉σ砺物 ・〃

で木賊、銀 杏及松柏は比較的に 少い 、然 し木賊類 の如 きは種類は少い が AV／eocalaim
’
les

mJln受 ほ イ田 膳 σ）墾勧士ゴ駐尚 に 名 t，、 − Fl∩ 1
・．n σ  亜 婁 亠　1　 T 　，S差　t．　一霤士 音 ナ A

，轟 1千 i二 ttE　h 　「：n ・・A −．「’”『∀．亀vl 　lP’9 ：コiL
一ノ　pv 、、v ソ卩　 卩゚ 1’；”「　覧　 ∪ 　

一’、tt−’▼〆 M 凧 一 　　レ 　、 　IV 匸｝1」．iUi 一フ　　、cr 　ua ノ 、 ’A ソ　 VVI ］u
−

walla の 要素である 飭 ’〃o伽 跚 （木賊科）や こ二疉 石炭紀 Anga τa 要素 である Zinmtla一

η 励爵 の 殘 留及 び post　Gondwana 要素 と して三疊紀 Gondwana の 植物なる 」
”

abe ・

iella（Benuettitales？）の存在である。

　次 に成羽植物暦はす ぐ脇の海成層なる 1〕
scudomonotls 暦 との 關係 は 實に 霓要なる

事項 な れ ど も甚難解の牀態に ある ので 幾多層位學者の頭を惱 して 居る 、 皀卩ち Pseudo・

mOT コotis 暦は 1’sci〃do〃20zaolis 　octho ／！廊 な る 二 枚 介の示準 化石 を 含む か ら明に 上部三

疊の Noric 階を示 す もの だが植物暦亦全 體の性質は NOric の ltであ る レ ーチ ッ ク か

らリ ア ス 階の ものナこ るを示 して ゐるのに 、植物層は 海成層の下 に 整合 に現 れ叉は上

に現れ るな ど解 し難 き現象で或人は古い 海成暦が新 しい植物居 の上 に押 しか ぶ せ と

な つ た と云 ふ 、赤木理學 士は植物暦を下と して海成暦よ り古 き もの とな し、且 つ爾

居非常に接近 して ゐ るか ら同一時代の共 に Nor｛c 階の もの で あ ると 云 ふ 。

　顔 る困難な難解の地點なるが、植物層は レ ーチ ッ ク の J陞質を帶ぶる 事他遠隔地方の

其の 如 しと雖 も、赤 木理學士 の云 ふ 如 く又 Noric の もの と考 へ 得ざ る事 もあ る まい

と抄録者は考 へ る 、 其は禾 ELIAS 氏の詮は知 らざれ ど、一
般に東亜 は下部二 疊紀以

來他 地方 よ りも非黹に 、Mesophyticum の色彩が濃厚 で、 一
般に他 地方 よりは先ん

じて 中生植物代の 分 子が現れ た らしい 、其で Norfc に も既に Rhaeti£ 　fioraの性質が

あ つ ナこと解 し得ぬ 事 もあ る まい か と思ふ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（G ，KOIDZUI：J）
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